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【対象】対象は 2003 年 1 月から 2007 年 1 月までの間に大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外
来を受診した精神遅滞を有さない 6 歳から 15 歳まで患者のうち、the Diagnostic and Statistical 
Manual of Mental Disorders 4th Edition (DSM-IV)によって診断された PDD 児 64 例（自閉症 57




精神病理については Child Behavior Checklist（CBCL）、State Trait Anxiety Inventory for 









論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 




 対象は 2003 年 1 月から 2007 年 1 月までの間に大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外来を受
診した精神地帯を有さない 6 歳から 15 歳までの患者のうち、the Diagnostic and Statistical Manual 
of Mental Disorders 4th Edition（DSM-Ⅳ）によって診断された PDD 児 64 例（自閉症 57 例、特
定不能の PDD7 例）である。 
 本研究において感覚過敏性は、『各感覚器系（聴覚、触覚、視覚、味覚、嗅覚）について、健常児
には不快に感じられない刺激に対し、著しい苦痛と被刺激性を伴う状態』と定義し、本人と親より感
覚過敏性について聴取した。精神病理については、Child Behavior Checklist（CBCL）、State Trait 






 高機能 PDD 児において、高率に感覚過敏性が存在し、抑うつなどの内在化障害の軽減が期待しう
る可能性が示唆された。 
 以上、本論文は、高機能広汎性発達障害児の症候学に寄与するものと考えられ、博士（医学）の学
位を授与されるに値するものと判定された。 
 提出論文を中心とし、これに関連のある学問分野について試験を行い、合格と判定した。 
 
 
 
